
  

差動線路の電磁ノイズ抑制手法
－差動線路の特性評価によるノイズ対策－

　近年、電子機器の高性能化が進み、機器内部の回路を
伝送する電気信号が高速化・低電圧化しています。この信
号を誤りなく伝送させるため、二線路で反転伝送させる
差動線路が採用されています（図）。しかし、この差動線路
では様々な要因により、電磁ノイズ（以下：ノイズ）を放射
しやすくなります。要因としては、線路の屈曲や二線路の
信号の伝送ずれなどが挙げられます。そこで、これらの要
因ごとに差動線路の特性を定量的に評価・解析し、ノイズ
を抑制する手法を検討しました。その結果、有効な対策と
して、①線路の屈曲部はできるだけ鈍角にすること、②二
線路の信号の伝送ずれは早期に補正すること、③線路の
幅・間隔は狭い方がよいこと、④線路は板端から極力離す

とよいことを見出し、実証試験により検証しました(表)。こ
れらのノイズ対策は、設計段階に行うことが重要であり、
現在、県内企業に技術移転を進めています。
　差動線路をはじ
め、高速信号のノイ
ズ対策や特性評価
でお困りの方は、ぜ
ひご相談ください。
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表 差動線路の電磁ノイズ抑制手法の提案

図 差動線路とノイズ発生要因


